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インに伝達され、その結果、機能ドメインでの触媒活性や転写活性などがスイッチ on/ off 
される。本研究では、センサードメインにグロビンフォールドを持つ、 2 つのグロビン結
合型酸素センサー酵素の構造機能相関について研究を行った。




をpGpGへと環開化反応を触媒する。一方、 YddVは 2 分子のGTPからかdi-GMPの合成を触























子を同定することに成功した。アミノ酸配列の解析より、 Anael09 2438 は N 末端にグロ
ビンドメインを持ち、 C 末端にヒスチジンキナーゼを持つ機能ドメインとから構成される
センサータイプのヒスチジンキナーゼではないかと推定された。ゲノム上で隣に位置する


























当初、大腸菌の yddV遺伝子は機能未知であったが、アミノ酸配列解析から N 末端にへム結合グ
ロビンドメインと C 末端に c-di・GMP 合成ドメインからなる蛋白質であった。 c-di-GMP は微生物
のバイオフィルム形成や運動性において重要なセカンドメッセンジャーで、ある。 YddV は酸素が結
合すると c-di-GMP 合成活性が上昇することが明らかとなった。また、変異体解析から酸素認識に
は T戸43、及び Gln60、へムの結合には His98 が重要な役割を果たすことが明らかとなった。ま
た、 yddV 遺伝子を欠損した大腸菌や過剰発現させた大腸菌を用いて、運動性、及びバイオフィル
ム形成における yddV 遺伝子の役割について調べた。本研究より、 YddV は大腸菌の運動性、及び
バイオフィルム形成に重要な酸素センサー蛋白質であることが明らかとなった。以上の結果は、
大腸菌の酸素濃度感知システムの解明に寄与する可能性があるものである。
土壌粘液細菌 Anaeromixobacter sp. Fwl09-5 由来の二成分情報伝達系に関わるヒスチジンキナー
ゼAnae109 2438 とそのレスポンスレギュレータであるAnae109 2439 を同定し、その構造機能相
関について詳細に調べた。アミノ酸配列解析からAnael09 2438 は N 末端にへム結合グロビンドメ
インと C 末端にヒスチジンキナーゼドメインからなる蛋白質であり、 GcHK (Qlobin-foupled 
Histidine J9nase) と名付けた。その結果、 GcHK は酸素が結合すると自己リン酸化活性を示すことが
明らかとなった。また、変異体解析から自己リン酸部位は His183、酸素の結合には乃r45、及びへ
ムの結合には His99 が重要な役割を果たすことが明らかとなった。本研究より、 GcHK は土壌粘液
細菌のシク守ナル伝達に重要な酸素センサー蛋白質であることが明らかとなった。これらの結果
は、将来的には病原菌に対する治療に応用できる重要な情報を含む可能性がある。
これらの研究は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを
示している。したがって、北西健一提出の論文は博士(生命科学)の博士論文として合格と認め
る。
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